






要約 HTLV-1 感染 T細胞株について RNase プロテクション法を用いてその Ick transcript

の種類について検討を行ったところ、HTLV-１感染 T 細胞株では lckmRNA は上流域プロモ

ーターよりその転写が開始された transcriptのみで構成されていた。一方、HTLV-１非感

染 T 細胞株、正常末梢血 T リンパ球では、上流域及び下流域プロモーター由来ｌck

transcript の両者により構成されていた。さらに lck の遺伝子産物である p56lck の発現

量についてウェスタンブロット法により検索したところ HTLV-1 感染 T 細胞株では非感染

T細胞株に比べその発現量が 1/10 以下に著しく低下していた。これらの事実は HTLV-１感

染 T細胞株では共通して p56lck が著減していること、そして HTLV-1 感染細胞株と非感染

T細胞株における lck transcript の種類の違いが HTLV-1 感染細胞株で観察された p56lck

発現量の著明な低下に関与していることが示唆された。


